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―表紙写真由来―

　自由な想像―　日本の神話では山の神が重要な役回りをしている。そ
れを起源とするのだろうが，「山の神」は俗語として今に及んでもよく
使われる。箱根駅伝では実況アナウンサーの必須語で山を走り上る強い
走者の指示代名詞だ。下りの走者へのそうした代名詞がないのは不思議
だが，いずれにしろ強いという意味が山の神の真髄の一つであり，その
部分が転じて妻の異称としても定着している。山の神は時々荒れるから
というのも妻の異称のゆえんらしいが，とにかく山の神は人々の営みに
おいて崇めなければならないものの総称ではある。
　神が宿る山の多くは高山である。しかし写真の名蔵ダムにまつわる神
がすむ山，於茂登岳は高くない。といっても沖縄では最高峰だという。
標高 526 ｍ。東京郊外の高尾山でさえ 599 ｍ。その於茂登岳の神は山岳
信仰の神とは違った「山の神様」と呼ばれるのにふさわしいナルンガー
ラという〈水の神様〉だというのだから素敵だ。
　石垣島はずっと於茂登岳から流れる山水によって農業を頼んできた。

その山水を配してくれる水の神様ナルンガーラ（於茂登御主神）に祈願
をする風習が続いていて，写真のダムができた後も展望台横に神様の座
は移設されてダムを見守っているという。
　ダムは，1971 年の半年以上連続して雨が降らなかった干ばつで大き
な打撃を受けたことをきっかけに造られることになった。干ばつは農業
ばかりではなく牧草をも奪って畜産業を痛めつけた。
　念願のダムの姿は山の神の配下にはいささか不釣り合いなほど，端正，
シンプルにすっきりとした造りだ。ここに水を溜め置けば，という気持
ちが伝わってくる。
　“異境”を少しも強調することのないこの写真は淡泊に見える。だが
その視線が私たちの自由な想像を遊ばせる。写真の質によって，私たち
の遊び方（想像・学び方）も変わってくる。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）

【表紙写真講評】水神の御許みのり育む名蔵ダム（木村健一郎）
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